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〈研
究
ノ
ー
ト
〉
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
論
点
整
理

竹

本

了

悟

【冒〓し日
】

宗
教
者
と
し
て
現
状
に
即
し
た
平
和
へ
の
方
策
を
考
え
る
た
め
に
、
正
確
な
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

現
在
、
注
目
さ
れ
て
い
る
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
現
在
の
日
本
政
府
の
集
団
的
自
衛
権
に
対
す
る
定
義
は
、
「死
活
的

利
益
防
衛
説
」と
い
う
集
団
的
自
衛
権
が
国
際
連
合
憲
章
に
お
い
て
初
め
て
言
及
さ
れ
た
際
の
定
義
に
基
づ
く
も
の
と
言
え
る
。　
一
方
、

国
際
連
合
に
報
告
さ
れ
た
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
報
告
事
例
に
基
づ
く
定
義
と
し
て
考
え
ら
れ
る

「他
国
の
防
衛
説
」
と
は
相
違
し
て

い
る
。
宗
教
者
と
し
て
平
和
を
考
え
る
際
に
、
本
稿
に
よ
っ
て
提
示
し
た
客
観
的
な
事
実
に
基
づ
く
情
報
を
も
と
に
、
集
団
的
自
衛
権

の
容
認
に
賛
成
か
反
対
か
と
い
う
対
立
を
ひ
と
ま
ず
置
い
て
、
平
和
と
安
全
を
構
築
す
る
た
め
の
方
策
を
模
索
す
る
端
緒
と
し
た
い
。

Ｏ
．
は
じ
め
に

二
〇

一
四
年
七
月

一
日
、
日
本
の
平
和
と
安
全
を
考
え
る
上
で
の
重
大
な
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
た
。
安
倍
晋
三
内
閣
は
、
近
年
の
北

朝
鮮
の
挑
発
行
為
や
中
国
の
隣
国
に
対
す
る
脅
威
な
ど
を
受
け
、
日
本
の
安
全
保
障
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
と
い
う
認
識
の
も

の
、　
一
九
八

一
年
に
鈴
木
善
幸
内
閣
の
答
弁
書
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た

「我
が
国
が
、
国
際
法
上
、
こ
の
よ
う
な
集
団
的
自
衛
権
を
有

し
て
い
る
こ
と
は
、
主
権
国
家
で
あ
る
以
上
、
当
然
で
あ
る
が
、
憲
法
第
９
条
の
下
に
お
い
て
許
容
さ
れ
て
い
る
自
衛
権
の
行
使
は
、

我
が
国
を
防
衛
す
る
た
め
必
要
最
小
限
度
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
お
り
、
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と

　

９７
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は
、
そ
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
」
と
す
る
政
府
の
憲
法
解
釈
を
変
更
し
、
新
三
要
件
の
も
と
集
団
的

　

９８

自
衛
権
の
必
要
最
低
限
度
の
行
使
を
容
認
す
る
と
の
閣
議
決
定
を
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
決
定
を
受
け
て
、
日
本
国
内
で
は
賛
否
両
論
が
激
し
く
飛
び
交
い
、
い
く
つ
か
の
宗
教
団
体
や
宗
教
者
か
ら
も
声
明
が
だ
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
様
々
な
賛
否
の
見
解
を
眺
め
て
み
る
と
、
議
論
が
噛
み
合
わ
な
い
な
か
で
多
種
多
様
な
意
見
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
日
本
の
平
和
を
考
え
る
際
の
基
礎
作
業
の

一
つ
と
し
て
、
集
団
的
自
衛
権
の
定
義
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
国
際
法
に
お
け
る
集
団
的
自
衛
権
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
の
学
説
は
、
浅
田

（
二
〇

一
三
、
四
二
〇
）、
藤
田

〈
一
九
九
八
、
二
九
五
―
二
九
六
）、
鈴
木

（二
〇

一
一
、
三
三
）
に
依
る
と
概
ね
次
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

Ａ

「個
別
的
自
衛
権
の
共
同
行
使
説

（犠
牲
国
と
支
援
国
の
共
同
防
衛
）」

一
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
諸
国
も
各
自
の
個
別
的
自
衛
権
を
共
同
し
て
行
使
す
る
、
又
は
地

域
的
安
全
保
障
に
基
づ
い
て
共
通
の
危
険
に
対
処
す
る
た
め
の
共
同
行
動
を
と
る
か
、
い
ず
れ
か
の
場
合
と
す
る
定
義
で
あ
る
。

Ｂ

「他
国
の
防
衛
説

（支
援
国
が
犠
牲
国
を
防
衛
）」

他
国
の
武
力
攻
撃
に
対
し
て
、
自
国
の
実
体
的
権
利
が
侵
さ
れ
て
い
な
く
と
も
平
和
及
び
安
全
に
関
す
る

一
般
的
利
益
や
被
攻
撃

国
の
国
際
法
上
の
権
利

（領
土
保
全

・
独
立
等
）
を
守
る
た
め
に
被
攻
撃
国
の
自
衛
行
動
を
支
援
す
る
権
利
で
あ
る
と
す
る
考
え

方
で
あ
る
。

Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説

（犠
牲
国
の
安
全
と
独
立
が
死
活
的
で
あ
る
支
援
国
が
犠
牲
国
を
防
衛
）」

自
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
攻
撃
を
、
自
国
に
対
す
る
攻
撃
と
み
な
し
、
自
国
の
実
体
的
権
利
が
侵
さ
れ
た
と
し

て
、
他
国
を
守
る
た
め
に
防
衛
行
動
を
と
る
権
利
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
分
類
を
踏
ま
え
つ
つ
、
第

一
章
で
は
、
集
団
的
自
衛
権
お
よ
び
そ
の
初
出
で
も
あ
る
国
際
連
合
憲
章

（以
下
、
国
連
憲
章
）

の
成
立
背
景
を
踏
ま
え
た
場
合
、
Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説
」
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
第
二
章
で
は
、
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国
際
連
合

（以
下
、
国
連
）
へ
報
告
さ
れ
た
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
の
実
例
に
お
い
て
は
Ｂ

「他
国
の
防
衛
説
」
が
有
力
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
第
二
章
で
は
、
日
本
政
府
の
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
解
釈
を
時
系
列
で
ま
と
め
、
そ
の
解
釈
に
は
変
遷
が
あ

り
最
終
的
に
安
倍
晋
三
内
閣
で
は
Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説
」
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

以
上
の
手
続
き
を
通
し
て
、
現
在
の
日
本
政
府
の
集
団
的
自
衛
権
に
対
す
る
定
義
は
、
集
団
的
自
衛
権
が
初
め
て
言
及
さ
れ
た
際

の
定
義
に
基
づ
く
も
の
と
言
え
る
が
、
集
団
的
自
衛
権
が
行
使
さ
れ
た
実
例
に
則
し
た
定
義
と
は
相
違
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

宗
教
者
と
し
て
平
和
を
考
え
る
際
に
、
本
稿
に
よ
っ
て
提
示
し
た
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
客
観
的
な
事
実
に
基
づ
い
た
情
報
を
も
と

に
、
集
団
的
自
衛
権
の
容
認
に
賛
成
か
反
対
か
と
い
う
対
立
を
ひ
と
ま
ず
置
い
て
、
平
和
と
安
全
を
構
築
す
る
た
め
の
方
策
を
模
索
す

る
端
緒
と
し
た
い
。〓

国
連
憲
章
に
基
づ
く
集
団
的
自
衛
権
の
成
立
背
景
か
ら
み
る
定
義

集
団
的
自
衛
権
が
文
言
と
し
て
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

（
一
九
二
九
年
～

一
九
四
五
年
）
が
終
わ
っ
た

一
九
四
五
年
、
国
連
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
国
連
憲
章
の
第
五

一
条
に
お
い
て
で
あ
る
。

こ
の
憲
章
の
い
か
な
る
規
定
も
、
国
際
連
合
加
盟
国
に
対
し
て
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
安
全
保
障
理
事
会
が
国
際

の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
必
要
な
措
置
を
と
る
ま
で
の
間
、
個
制洲
的
ｕ
翻
田日□【
剛
調嘲
副̈
衛
洲
日Ⅲ∃
剣
の
相
「�
「を
害
す
る
も
の
で
は

な
い
。
こ
の
自
衛
権
の
行
使
に
当
っ
て
加
盟
国
が
と
っ
た
措
置
は
、
直
ち
に
安
全
保
障
理
事
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
こ
の
措
置
は
、
安
全
保
障
理
事
会
が
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
ま
た
は
回
復
の
た
め
に
必
要
と
認
め
る
行
動
を
い
つ

で
も
と
る
こ
の
憲
章
に
基
く
権
能
及
び
責
任
に
対
し
て
は
、
い
か
な
る
影
響
も
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
〈国
連
憲
章
第
五

一
条
、　
　
９９



下
線
は
筆
者
に
よ
る
）

く研究ノート〉集団的自衛権に関する論点整理

そ
こ
で
本
章
で
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
初
出
で
あ
る
国
連
憲
章
の
成
立
背
景
を
見
通
す
こ
と
に
よ
り
、
集
団
的
自
衛
権
お
よ
び
個
別

的
自
衛
権
と
集
団
安
全
保
障
の
定
義
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

国
連
憲
章
は
、安
全
保
障
理
事
会

〈以
下
、安
保
理
）
を
中
心
と
し
て
国
際
の
平
和
の
維
持
を
図
る
、国
連
加
盟
国
間
の
条
約
で
あ
る
。

第

一
次
世
界
大
戦

（
一
九

一
四
年
～

一
九

一
八
年
）
お
よ
び
第
二
次
世
界
大
戦
と
い
う
二
度
の
大
戦
を
踏
ま
え
て
国
連
の
求
め
る
と
こ

ろ
は
、
国
連
憲
章
前
文
お
よ
び
国
連
憲
章
第

一
章
第

一
条
に
示
さ
れ
る
に
あ
る
よ
う
に
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
維
持
す
る
こ
と
に

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
共
同
の
利
益
の
場
合
を
除
く
外
は
武
力
を
用
い
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
つ
つ
、
有
効
な
集
団
的

措
置
と
平
和
的
手
段
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

わ
れ
ら
連
合
国
の
人
民
は
、
わ
れ
ら
の

一
生
の
う
ち
に
二
度
ま
で
言
語
に
絶
す
る
悲
哀
を
人
類
に
与
え
た
戦
争
の
惨
害
か
ら
将
来

の
世
代
を
救
い
、
基
本
的
人
権
と
人
間
の
尊
厳
及
び
価
値
と
男
女
及
び
大
小
各
国
の
同
権
と
に
関
す
る
信
念
を
あ
ら
た
め
て
確
認

し
、
正
義
と
条
約
そ
の
他
の
国
際
法
の
源
泉
か
ら
生
ず
る
義
務
の
尊
重
と
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
条
件
を
確
立
し
、　
一
層

大
き
な
自
由
の
中
で
社
会
的
進
歩
と
生
活
水
準
の
向
上
と
を
促
進
す
る
こ
と

並
び
に
、
こ
の
た
め
に
、
寛
容
を
実
行
し
、
且
つ
、

書
良
な
隣
人
と
し
て
互
い
に
平
和
に
生
活
し
、
国
園
洲
ヨ
「淵
劉̈
一劉
一明
一日
一３
冽
『鮒
硼̈
一創
馴
一到
η
例̈
日
わ
れ
ら
の
力
を
合
わ
せ
、
「川劇剛「例コ訓側

主

α

場

´
Ｅ
え

圏

く

夕

に

，

ナ

２

月

し

た

し

の
受
話
と
方
法
の
設
定
に
よ
っ
て
確
保
し
、
す
べ
て
の
人
民
の
経
済
的
及

び
社
会
的
発
達
を
促
進
す
る
た
め
に
国
際
機
構
を
用
い
る
こ
と
を
決
意
し
て
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
わ
れ
ら
の

努
力
を
結
集
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
よ
っ
て
、
わ
れ
ら
の
各
自
の
政
府
は
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
に
会
合
し
、
全
権
委
任

こ

●
ｃ
ナ
で
に
開
一日
Ｘ

100



状
を
示
し
て
そ
れ
が
良
好
妥
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
代
表
者
を
通
じ
て
、
こ
の
国
際
連
合
憲
章
に
同
意
し
た
の
で
、
こ
こ
に
国

際
連
合
と
い
う
国
際
機
構
を
設
け
る
。
（国
連
憲
章

前
文
、
下
線
は
筆
者
に
よ
る
）

国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
維
持
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
平
和
に
対
す
る
脅
威
の
防
止
及
び
除
去
と
侵
略
行
為
そ
の
他
の
平
和

の
破
壊
の
鎮
圧
と
の
た
め
一「
翻
「冽
倒
【団
日
山珈
「日
一鼎
「
日
劉
日
川
「並
び
に
平
和
を
破
壊
す
る
に
至
る
虞
の
あ
る
国
際
的
の
紛
争
又
は

事
態
の
調
整
ま
た
は
解
決
を
平
和
的
手
段

に
よ

っ
て

一
章
第

一
条
、
下
線
は
筆
者
に
よ
る
）

且
つ
正
義
及
び
国
際
法
の
原
則
に
従
っ
て
実
現
す
る
こ
と
。
（国
連
憲
章
第

さ
ら
に
国
連
憲
章
第
二
章
第
四
条
で
は
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に
対
し
平
時
は
武
力
を
用
い
る
行
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
て
い

る
）。

す
べ
て
の
加
盟
国
は
、
そ
の
国
際
関
係
に
お
い
て
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
を
、
い
か
な
る
国
の
領
土
保
全
又
は
政

治
的
独
立
に
対
す
る
も
の
も
、
ま
た
、
国
際
連
合
の
目
的
と
両
立
し
な
い
他
の
い
か
な
る
方
法
に
よ
る
も
の
も
慎
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
〈国
連
憲
章
第
二
章
第
四
条
）

し
か
し
な
が
ら
、
様
々
な
国
益
を
持
つ
主
権
国
家
か
ら
な
る
国
際
社
会
に
紛
争
が
持
ち
上
が
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
見
て

も
避
け
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
紛
争
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
第
六
章

「紛
争
の
平
和
的
解
決
」
を
原
則
と
し
つ
つ
、
第
七
章
に

お
い
て

「平
和
に
対
す
る
脅
威
、
平
和
の
破
壊
及
び
侵
略
行
為
に
関
す
る
行
動
」
と
し
て
集
団
安
全
保
障
と
い
う
制
度
に
よ
っ
て
対
応

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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集
団
安
全
保
障
と
は
、
今
♪
郵
鯨
耶
「
る
脅
鰤
「
�
嶽
力
獣
野
蠍
�
は
侵
昭
行
邪
微
ｇ
撥
０
コ
螂
殺
Ч
で
、
ぞ
０
日
瀾
団
節
剰
「
‘
巴
嘱
加

盟
［則
コ
徹
〕ηいか留日「団
ネ
〕国
麒興
り凛撃″輌撥
勾ハい安

出́な
″独
日川いい瑯
ば
嵐卿
曖
可
るЧ打側
腎
町υ邦締
り「
烈
っ融
″
口い０メ理「〔凛３
日
Ｈり
関
メ”
切ｐ
硼
層

（履
行

は
国
連
加
盟
国
の
全
部
又
は
一
部
に
よ
っ
て
と
ら
れ
る
）
で
あ
り
、
最
も
厳
し
い
措
置
と
し
て
は
武
力
を
用
い
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ

し
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
集
団
安
全
保
障
を
実
行
す
る
に
は
、
国
連
の
決
議
機
関
で
あ
る
安
保
理
の
決
議
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
安
保
理
の
決
議
方
法
に
大
き
な
困
難
が
あ
る
。
安
保
理
は
、
常
任
理
事
国
と
し
て
刑
国
創
烈
国
・冽
刹
――‐馴
【
・『劉
「
イ
�
・

劇
ジ
引
週
翻
川
・
酬
］∃
一日
召
困
コ「
「州
国
の
五
大
国
、
そ
れ
に
加
え
て
非
常
任
理
事
国
と
し
て
総
会
で
加
盟
国
か
ら
選
ば
れ
た

一
〇
箇
国
に
よ

り
構
成
さ
れ
、
常
任
理
事
国
に
は
拒
否
権
が
あ
る
。
〈
平
和
に
対
す
る
脅
威
、
平
和
の
破
壊
又
は
侵
略
行
為
の
存
在
〉
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
相
互
の
国
益
が
絡
み
合
う
な
か
で
五
大
国
の
い
ず
れ
か
が
拒
否
権
を
発
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

東
西
冷
戦
期
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
集
団
安
全
保
障
に
よ
る
武
力
制
裁
決
議
を
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
の

で
あ
る
。

こ
の
五
大
国
の
拒
否
権
に
よ
る
困
難
さ
を
先
見
的
に
指
摘
し
た
の
が
、
国
連
憲
章
草
案
が
協
議
さ
れ
る
同
時
期
に
米
州
諸
国
間
で
の

相
互
援
助
条
約
に
つ
い
て
協
議
中
で
あ
っ
た
ラ
テ
ン

・
米
国
諸
国
で
あ
っ
た
。
ラ
テ
ン
・
米
国
の
地
域
問
題
に
対
し
て
五
大
国
の
拒
否

権
が
発
動
さ
れ
、
安
保
理
が
機
能
せ
ず
集
団
安
全
保
障
が
実
施
さ
れ
な
い
場
合
に
、
ラ
テ
ン
・
米
国
諸
国
が
相
互
援
助
の
行
動
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
を
国
連
憲
章
に
設
け
る
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

一
九
四
五
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
で
集
団
安

全
保
障
に
関
す
る
国
連
憲
章
第
七
章
の
末
尾
に
、
先
に
挙
げ
た
第
五

一
条
が
設
け
ら
れ
、
国
家
が
固
有
に
持
つ
権
利
と
し
て
個
別
的
自

衛
権
お
よ
び
集
団
的
自
衛
権
が
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
自
衛
権
と
は
、
個
別
で
あ
れ
集
団
で
あ
れ
、
第
五
一
条
に
示
さ
れ
る
通
り
、
今
一Ｄ
楓
螂
対
う
烈
ぶ
昴
【
郵
哉
椰
の
都
勘
８
一０
宮
３
埼

句
鸞
淋
ａ
用
し
ヨ
螢
夕
一日
逮
節
颯
菌
風
一邸
型
“
９
一萬
ガ
瑯
Ｑ
一邦
螢
召
“
Ч
一る
場
合
ヌ
「
教
螂
型
螂
『
召
受
出
引
＝

，
日
曹
ヨ
一加
盟
劇
飛
割
緻
召
螢
ヨ
一●

自
】衛
パ
ヮ掛
【家
３̈
【Ｐ
邸
裂̈
一郎
一２
一惰
薇利
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
、
武
力
攻
撃
を
受
け
て
い
る
国
連
加
盟
国
が
独
自
で
自
衛
の
た
め
に
行
動
す

〈研究ノート〉集団的自衛権に関する論点整理
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る
権
利

の
こ
と
を
個
別
的
自
衛
権
と

い
う
。

こ
れ
に
対

し
て
集
団
的
自
衛
権
と
は
、
Ｚ
＞
】
〇
、

ワ
ル

シ
ャ
ワ
条
約
機
構
、

日
米
安
保
条

約
な
ど
、
国
連
憲
章
第
八
章

で
規
定

さ
れ
る

「地
域
的
取
極
」

（取
り
決
め
）
を
交

わ
し
て
い
る
よ
う
な
、
翻
螢
ョ
一国
以
獅
９
９
２
儡
一鍛

湘
り回
り霙
Ｈいメ
蟹
詢０
彙
団
Ｄ
り
ぃ
、
づ
”〔マ
，、ギ
Ⅳ
ぃ邪
輸ス】
コ飛
りあ
ヵ
り思ョ
「団

，・′い
「刈
ま”
切（ョ
Ц
の
ハ０「教
引０
勁
「ｕ
引ぃ
、
一
～
ョ
本国聞コ
ｗ”日
“廊
ツの
「椒
劉
轡
”Ц郷
融
引
（″２
溜抑
神
の

こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

の
自
衛
権

に
は
第

五

一
条

に
示
さ
れ
る
通
り
、
Ｃ
コ
「烈
「コ
闊
口頸
型
コ
「囚
「
劇川
酬国
□
『例
「コ
「
利
測
ｄ
引
剣
コ
例
細

樹
劇
濶̈
コ̈
「̈
割
“「
一日
］「
「́
倒
一劉
劃
「̈
劇
詔̈
剛̈
ｄ̈
湘
「劇
詔
一呵
国
と
　
の
一日
日
劇
個
の
創
淵
日
Ч
判
づ

アー
劇
淵
瑠
回
冊
制
『
「
周
糊
Ｊ
日
劉
固
封
Л
劇
ヨ
コ
側
日
翻
鯛
馴

会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
る
。

以
下
に
、
改
め
て
集
団
的
自
衛
権
に
関
し
て
国
連
憲
章
の
成
立
背
景
に
添

っ
た
各
用
語
の
定
義
を
提
示
す
る
。

集
団
安
全
保
障

・

自
衛
権

・
・
・
・

個
別
的
自
衛
権

・

集
団
的
自
衛
権

・

集
団
的
自
衛
権
の
集
団
を
設
立
背
景
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
第
八
章
で
規
定
さ
れ
る

「地
域
的
取
極
」
（取
り
決
め
）
を
交
わ
す
複

　

Ю

人
平
和
に
対
す
る
脅
威
、
平
和
の
破
壊
又
は
侵
略
行
為
の
存
在
〉
に
対
し
て
、
そ
の
存
在
以
外
の

〈
国
連
加
盟

国
全
体
〉
が
集
団
で
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
維
持
し
又
は
回
復
す
る
た
め
に
実
施
す
る
勧
告
お
よ
び
措
置
に

関
す
る
制
度
の
こ
と
。

人
平
和
に
対
す
る
脅
威
、
平
和
の
破
壊
又
は
侵
略
行
為
の
存
在
〉
か
ら
国
連
加
盟
国
に
対
し
て
武
力
攻
撃
が
発

生
し
た
場
合
に
、
武
力
攻
撃
を
受
け
て
い
る
国
連
加
盟
国
が
武
力
を
含
め
自
衛
の
た
め
に
行
動
す
る
権
利
の
こ

と
。

・
自
衛
権
の
う
ち
、
武
力
攻
撃
を
受
け
て
い
る
国
連
加
盟
国
が
独
自
で
自
衛
の
た
め
に
行
動
す
る
権
利
の
こ
と
。

・
密
接
な
関
係
に
あ
る
複
数
の
国
家
に
よ
る
集
団
に
よ
っ
て
、
武
力
攻
撃
が
そ
の
集
団
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と

し
て
、
集
団
で
自
衛
の
た
め
に
行
動
す
る
権
利
の
こ
と
。



数
の
国
家
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
第
八
章
第
五
二
条
に
は
、
集
団
の
設
立
に
対
し
て
国
連
の
目
的
お
よ
び
原
則
と
の

一
致
と
い

う
条
件
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
こ
れ
を
受
け
て
ｚ
”
】
ｏ
、
＞
ｚ
Ｎ
ｃ
∽
条
約
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
、
日
米
安
全
保
障
条
約
な

ど
の
地
域
的
取
極
に
基
づ
く
集
団
の
条
文
中
に
は
、
第
五

一
条
に
言
及
す
る
条
項
が
存
す
る
。

こ
の
憲
章
の
い
か
な
る
規
定
も
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
関
す
る
事
項
で
地
域
的
行
動
に
適
当
な
も
の
を
処
理
す
る
た

め
の
地
域
的
取
極
又
は
地
域
的
機
関
が
存
在
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
但
し
、
ｄ
ａ
劇
翻
一ｕ
一ｎ
一国
調
翻̈
一儡
一¶
ｑ
り̈
「何
一動

く研究ノート〉集目的自衛権に関する論点整理

を

条

＝

Ｌ

レ
Ｃ

と

す
る

が
匡
際
達
倫

Ｃ
目
儀

及
Ｕ
原
則

と

一
５

す

る

一

（国
連
憲
章
第
五
二
条
、
下
線
は
筆
者
に
よ
る
）

ｚ
”
】
ｏ

（北
大

西
洋
条
約

第
五
条
）

締
約
国
は
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
又
は
北
米

国

に
お
け

る

一
又
は

二
以
上

の
締

約

国

に
対
す

る
武
力
攻
撃
を
全
締
約

国

に
対
す

る
攻
撃

と

み
な
す

こ
と
に
同
意
す

る
。
し
た
が

つ
て
、
翅
ｍ渕
営
国『
囲
咄‐
冽
Ч硼
日
創̈
「
冽
調
一刻
悧
川Ｑ
「
劇
【劇
倒
刺
刑
「
「
劇剣
『
．
コ
「ａ
硼
硼
国
洲

、
‐回

副
国
コロ

合
一詞
一日
「劉
「
「∃
「
条
硼
一倒
劉
倒
【「
引
「
コ０
一調
洲
川
内渕
到
「Ч
悧
刻
「日
酬
型
剛
「�
洲
「剣
副
刷
噺
副
“倒
超
［別
別
口
側
ｕ
コｑ
ｌ
憫
網コ
仝

剌̈
用
地
「団
「Ｊ
コ
「烈
コ
ｄ

一．回
「

月倒
一ｕ
「「
月ｄ
冽
翻

飼̈
引
刻
「＝
相謝
口
［「
「̈
の
訓
「コ
「「
一コ
コ呵
Ш例
卸劉
「月
Ⅲ酬
引
‐倒

月

刻̈
「例
「個
翻
倒
剣

司
割
Ｊ
Ｉ

冽
「個
割
制
劇
口
冽

ｄ
個
洞
コ
翻
約
一国
口
日

ヨ
日
ｕ

「̈
「

直
ち
に
執

る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
攻
撃
を
受
け
た
綿
約
国
を
援
助
す
Ｚ
勾
こ

と
に
同
意
す
る
。

前
記
の
武
力
攻
撃
及
び
そ
の
結
果
と
し
て
執
っ
た
す
べ
て
の
措
置
は
、
直
ち
に
安
全
保
障
理
事
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
措
置
は
、
安
全
保
障
理
事
会
が
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
回
復
し
及
び
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
執
つ
た
と
き

は
、
終
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（下
線
は
筆
者
に
よ
る
）
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＞
ｚ
Ｎ
ｃ
∽
条
約

第

一
条

締
約
国
は
、

て
国
際
の
平
和
及
び
安
全
並
び
に
正
義
を
危
う
く
し
な
い
よ
う
に
解
決
し
、
並
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
際
関
係
に
お
い
て
、
武
力
に

よ
る
威
嚇
又
は
、
武
力
の
行
使
を
、
国
際
連
合
の
目
的
と
両
立
し
な
い
い
か
な
る
方
法
に
よ
る
も
の
も
慎
む
こ
と
を
約
束
す
る
。

（下
線
は
筆
者
に
よ
る
）

＞
ｚ
Ｎ
ｃ
∽
条
約
第
四
条

各
締
約
国
は
、
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
い
ず
れ
か
の
締
約
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
、
自
国
の
平
和
及
び
安
全
を
危
う
く
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
Ｆ
自
国

の
憲
法
上

の
手
続

に
従

っ
て
共
通

の
危
険

に
対
処
す

る
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と

前
記
の
武
力
攻
撃
及
び
そ
の
結
果
と
し
て
執
っ
た
す
べ
て
の
措
置
は
、
直
ち
に
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
措
置
は
、
安
全
保
障
理
事
会
が
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
回
復
し
及
び
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
執
っ

た
と
き
に
は
、
終
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〈下
線
は
筆
者
に
よ
る
）

ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
第
四
条

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
締
約
国
の

一
又
は
二
以
上
の
国
に
対
す
る
い
ず
れ
か
の
国
若
し
く
は
国
家
群
か
ら
の
武
力
攻
撃
の
場
合

に
は
、
列
日
前引
測日
劇『
『
‐
国
薗
『コ
因
口調
箇
∃
「コ
‐「
劉
嗣
「網
・、‐「
Ｊ
劇
別
の
一，関
一国
倒
翻
別
”「
「「
副
鋼
相
「の
「行
個
「
〔「
Ч
引Ч
Ｊ
Ч
倒
「Ｈ
倒引
珈
川コ囚

「̈

冽
期
硼
刊
コ
Ｊ
召
日
引
劇
Ш
硼
劇
日
劃
刊
Ч
∃
側
別
日
、
制
媚
別
淵
り
綱
約
回
「
湘
�
ヨ
日
Ч
劃
列
、
冽
洲
濶
日
「
Ｊ
剛
倒
ｄ
引
測
引̈
劇
Ⅵ
ヨ
関

浄土真宗総合研究 9

（武
力

の
行
使
を
含
む
ｃ
）
に
よ
り
、
即
時

の
援
助
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
て

国
際
連
合
憲

章
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
従

い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
関
係
す
る
こ
と
の
あ
る
国
際
紛
争
を
平
和
的
手
段
に
よ
っ

（下
線
は
筆
者
に
よ
る
）

を
宣
言
す
る
。
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日
米
安
全
保
障
条
約

第
五
条

各
締
約
国
は
、
日
本
国
の
施
政
の
下
に
あ
る
領
域
に
お
け
る
、
い
ず
れ
か

一
方
に
対
す
る
武
力
政
學
が
．
自
国
の
平
和
及
び
安
全

を

記

ど

、
自
国
の
憲
法
上
の
規
定
及
び
手
続
に
従
っ
て
共
通
の
危
険
に
対
処
す
る
よ
う
に
行
動

る

も

る

こ
と

を

危

う

く

す

α

て

歩

．

す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

前
記
の
武
力
攻
撃
及
び
そ
の
結
果
と
し
て
執
っ
た
す
べ
て
の
措
置
は
、
国
園
口
「創
瓢
綱
痢
ョ
「「期
一丙
ョ
鍋
月
日
畑側
到
‐「
直
ち
に
国
際

連
合
安
全
保
障
理
事
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
措
置
は
、
安
全
保
障
理
事
会
が
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
回
復
し

及
び
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
執
っ
た
と
き
は
、
終
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（下
線
は
筆
者
に
よ
る
）

以
上
、
集
団
的
自
衛
権
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
、
そ
の
根
拠
と
な
る
国
連
憲
章
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
集
団
的
自
衛
権
が
地
域
的

取
極
と
の
深
い
関
連
の
な
か
で
規
定
さ
れ
た
と
見
る
場
合
、
地
域
的
取
極
に
よ
る
集
団
と
は
、
集
団
の
う
ち
の
一
国
が
武
力
攻
撃
を
受

け
る
と
そ
れ
を
直
ち
に
集
団
全
体
に
対
す
る
武
力
攻
撃
と
し
て
振
舞
う
こ
と
に
な
り
、
Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説

（犠
牲
国
の
安
全
と

独
立
が
死
活
的
で
あ
る
支
援
国
が
犠
牲
国
を
防
衛
）」
に
よ
る
理
解
が
最
も
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
「

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
国
際
連
合
へ
の
報
告
事
例
か
ら
み
る
定
義

先
に
三
つ
の
集
団
的
自
衛
権
の
学
説
を
示
し
た
が
、
い
ず
れ
の
学
説
に
基
づ
い
て
運
用
す
る
か
は
、
実
際
の
集
団
的
自
衛
権
の
あ
り

方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
連
憲
章
に
は
実
際
の
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
あ
た
っ
て
の
具
体
的

な
要
件
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
安
保
理
に
報
告
さ
れ
た
次
に
挙
げ
る

一
五
の
実
例
を

通
し
て
、
集
団
的
自
衛
権
の
あ
り
方
お
よ
び
行
使
要
件
に
つ
い
て
示
し
た
下
中

・
樋
山

（
二
〇

一
五
）
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
国
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際
社
会
に
お
け
る
集
団
的
自
衛
権
の
実
際
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
安
保
理
に
報
告
さ
れ
た
事
例

（
ａ
）
ソ
連
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
派
兵

（
一
九
五
六
年
報
告
）、
（ｂ
）
米
国
が
レ
バ
ノ
ン
に
派
兵

（
一
九
五
八
年
報
告
）、
（
ｃ
）
英

国
が
ヨ
ル
ダ
ン
に
派
兵

（
一
九
五
八
年
報
告
）
、
（ｄ
）
英
国
が
南
ア
ラ
ビ
ア
連
邦
を
支
援

（
一
九
六
四
年
報
告
）、
（
ｅ
）
米
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
及
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
支
援

〈
一
九
六
五
年
報
告
）、
（ｆ
）
ソ
連
が
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ア

キ
ア
に
派
兵

〈
一
九
六
八
年
報
告
）、
（ｇ
）
ソ
連
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
派
兵

（
一
九
八
〇
年
報
告
）、
（ｈ
）
キ
ュ
ー
バ
が

ア

ン
ゴ
ラ
を
支
援

（
一
九
八
三
年
報
告
）、
（
ｉ
）
リ
ビ
ア
が
チ
ャ
ド
に
派
兵

（
一
九
八

一
年
報
告
）、
フ
ラ
ン
ス
及
び
米
国
が
チ
ャ

ド
を
支
援

（
一
九
八
三
年
報
告
）、
フ
ラ
ン
ス
が
チ
ヤ
ド
を
支
援

〈
一
九
八
六
年
報
告
）、
（ｊ
）
米
国
が
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
を
支
援

（
一
九
八
八
年
報
告
）、
（ｋ
）
米
国
及
び
英
国
が
ペ
ル
シ
ャ
湾
地
域
を
支
援

（
一
九
九
〇
年
報
告
）、
（１
）
ロ
シ
ア
が
タ
ジ
キ
ス

タ
ン
を
支
援

（
一
九
九
二
年
報
告
）、
（
ｍ
）
ジ
ン
バ
ブ
エ
、
ア
ン
ゴ
ラ
及
び
ナ
ミ
ビ
ア
が
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
を
支
援

（
一
九
九
八

年
報
告
）、
（
ｎ
）
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
が
米
国
を
支
援

（二
〇
〇

一
年
報
告
）、
（
ｏ
）
米
国
等
が
イ
ラ
ク
を

支
援
、
シ
リ
ア
で
軍
事
行
動

（二
〇

一
四
年
報
告
）。

下
中

・
樋
山

（二
〇

一
五
）
は
、
各
事
例
に
つ
い
て
概
略
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
を
分
析
し
た
結
果
と
し
て
、
実
際
に
は
、
各
国
が
安

保
理
に
説
明
す
る
際
に
い
ず
れ
の
学
説
に
依
拠
し
た
か
、
又
は
依
拠
し
て
い
な
い
か
は
明
確
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
少
な
く
と
も
外

形
上
は
②
他
国
の
防
衛
説
に
近
似
す
る
と
の
結
論
を
出
し
て
い
る
。

特
に
、
日
本
の
同
盟
国
で
あ
り
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
の
相
手
と
し
て
想
定
さ
れ
る
米
国
は
、
全

一
五
事
例
の
う
ち
最
多
の
七
事

例
と
い
う
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
し
て
き
た
実
績
が
あ
る
。
以
下
に
、
米
国
の
事
例
に
つ
い
て
下
中

・
樋
山

（二
〇

一
五
）
か
ら
の
跛
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文
に
よ
り
簡
潔
に
提
示
す
る
。

く研究ノート〉集団的自衛権に関する論点整理

（ｂ
）
米
国
が
レ
バ
ノ
ン
に
派
兵

（
一
九
五
八
年
報
告
）

米
国
は
、
レ
バ
ノ
ン
の
要
請
に
基
づ
き
、
同
国
の

一
体
性
と
独
立
を
守
る
た
め
に
派
兵
し
た
と
述
べ
、
国
連
憲
章
が
固
有
の
権
利

と
す
る
、
す
べ
て
の
国
が
そ
の
独
立
を
守
る
た
め
に
協
働
す
る
権
利
に
則
っ
て
、
米
国
は
行
動
し
て
い
る
と
説
明
し
た
。

（
ｅ
）
米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
及
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
支
援

（
一
九
六
五
年
報
告
）

米
国
は
、
安
保
理
へ
の
一
九
六
五
年
二
月
七
日
付
書
簡
に
お
い
て
、
ヴ
ェ
ト
コ
ン
の
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
ヘ
の
攻
撃
は
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
が
命
令
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
米
国
と
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
南
部
の
軍
事
施
設
に
対
し
共
同
で
攻
撃
し
た
と
述

べ
た
。
さ
ら
に
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
そ
の
要
請
に
応
じ
た
米
国
等
は
、
ヴ
エ
ト
コ
ン
か
ら
の
継
続
的
な
侵
略
を
受
け
て
い
る
と
し
、

北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
よ
る
ヴ
ェ
ト
コ
ン
の
増
強
は
こ
の
侵
略
に
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
そ
の
増
強
を
外
部
か
ら
停
止
す
る
た
め
の
対

抗
措
置
は
自
衛
の
措
置
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
と
説
明
し
た
。

（ｉ
）
フ
ラ
ン
ス
及
び
米
国
が
チ
ャ
ド
を
支
援

（
一
九
八
三
年
報
告
）

米
国
は
、
自
衛
権
を
行
使
す
る
チ
ャ
ド
の
援
助
要
請
に
応
え
る
に
あ
た
っ
て
他
国
と
協
働
し
た
と
述
べ
た
。

（ｊ
）
米
国
が
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
を
支
援

（
一
九
八
八
年
報
告
）

米
国
は
、
部
隊
の
緊
急
配
備
を
命
じ
る
こ
と
で
友
好
国
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
政
府
か
ら
の
明
白
な
要
請
に
応
じ
た
と
述
べ
、
同
国
の
要

請
は
二
月

一
六
日
付
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
し
、
部
隊
の
展
開
は
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
軍
に
よ
る
領
域
侵
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犯
に
直
面
し
た
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
ヘ
の
強
力
な
支
援
を
示
す
た
め
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
説
明
し
た
。

（ｋ
）
米
国
及
び
英
国
が
ベ
ル
シ
ャ
湾
地
域
を
支
援

（
一
九
九
〇
年
報
告
）

米
国
は
、
安
保
理
へ
の
八
月
九
日
付
書
簡
に
お
い
て
、
国
連
憲
章
第
五

一
条
に

一
致
し
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
及
び
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の

援
助
要
請
に
応
じ
て
固
有
の
自
衛
権
を
行
使
す
る
た
め
に
、
ベ
ル
シ
ャ
湾
地
域
に
部
隊
を
派
遣
し
た
と
述
べ
、
こ
の
固
有
の
権
利

は
決
議
第
六
六

一
号
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。

（
ｎ
）
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
が
米
国
を
支
援

〈
二
〇
〇

一
年
報
告
）

国
連
総
会
は
九
。
ニ

テ
ロ
を
非
難
す
る
決
議
第
五
六
／

一
号
を
採
択
し
た
。
同
日
の
安
保
理
は
テ
ロ
防
止
へ
の
国
際
社
会
の
協

力
を
要
請
す
る
決
議
第

一
三
六
八
号
を
採
択
し
た
。
決
議
第

一
三
六
八
号
の
前
文
は
、
国
連
憲
章
に
従
っ
て
固
有
の
個
別
的
及
び

集
団
的
自
衛
権
を
確
認
し
た
。

固
有
の
個
別
的
及
び
集
団
的
自
衛
権
に
則
っ
て
、
米
軍
は
米
国
に
対
す
る
さ
ら
な
る
攻
撃
を
防
止
す
る
た
め
の
行
動
を
主
導
し

た
と
述
べ
、
こ
の
行
動
に
は
ア
ル
カ
イ
ダ
の
テ
ロ
リ
ス
ト
訓
練
施
設
と
タ
リ
バ
ン
の
軍
事
施
設
へ
の
措
置
が
含
ま
れ
る
と
し
た
。

英
国
も
安
保
理
へ
の
同
日
付
書
簡
に
お
い
て
、
同
様
の
説
明
を
行
っ
た
。
安
保
理
へ
の
書
簡
に
お
い
て
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
及
び
オ
ラ
ン
ダ
は
、
国
連
憲
章
第
五

一
条
に
基
づ
き
部
隊
を
派
遣
し
た
と
述
べ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
国
連
憲
章
第

五

一
条
に
基
づ
き
米
国
に
軍
事
的
貢
献
を
行
う
意
思
が
あ
る
と
述
べ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
安
保
理
へ
の

一
一
月
二
三
日
付

書
簡
に
お
い
て
、
同
国
軍
派
遣
の
根
拠
と
し
て
、
国
連
憲
章
第
五

一
条
の
ほ
か
、
＞
Ｚ
Ｎ
Ｃ
∽
条
約
の
適
用
を
九
月

一
四
日
に
決
定

し
た
こ
と
も
挙
げ
た
。
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（
ｏ
）
米
国
が
イ
ラ
ク
を
支
援
、
シ
リ
ア
で
軍
事
行
動

（二
〇

一
四
年
報
告
）

米
国
は
、
安
保
理
へ
の
九
月
二
三
日
付
書
簡
に
お
い
て
、
あ
る
国
に
存
在
す
る
脅
威
が
、
そ
の
国
の
み
な
ら
ず
外
部
へ
攻
撃
を
行

う
よ
う
な
場
合
に
、
当
該
国
が
そ
れ
を
防
ぐ
意
思
と
能
力
を
有
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
国
連
憲
章
第
五

一
条
に
も
反
映
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
各
国
は
固
有
の
個
別
的
及
び
集
団
的
自
衛
権
に
従
っ
て
自
国
を
防
衛
す
る
こ
と
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
、
米
国
は
イ
ラ
ク
政
府
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
】∽
Ｆ

の
脅
威
を
排
除
す
る
た
め
に
、
シ
リ
ア
に
お
い
て
必
要
か
つ
均
衡
の
と

れ
た
軍
事
行
動
を
主
導
し
た
と
報
告
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
例
は
い
ず
れ
も
、
Ａ
「個
別
的
自
衛
権
の
共
同
行
使
説
」
や
Ｃ
「死
活
的
利
益
防
衛
説
」
と
し
て
理
解
す
る
よ
り
も
、
Ｂ
「他

国
の
防
衛
説
」
と
し
て
見
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
日
本
の
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
考
え
た
場
合
、
国
際
社
会
に
お
い
て
周
辺
国
か
ら
は
、
日
本
が
集
団
的

自
衛
権
を
行
使
す
る
際
に
は
Ｂ

「他
国
の
防
衛
説
」
と
し
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
に
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
る
。

〓
「
日
本
政
府
の
集
団
的
自
衛
権
解
釈
の
変
遷

本
章
で
は
国
会
答
弁
を
も
と
に
日
本
政
府
の
集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
と
そ
の
定
義
の
変
遷
を
時
系
列
で
ま
と
め
る
。
な
お
、
引
文
に

集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
に
つ
い
て
は
下
線

（‐

‐
）、
定
義
に
つ
い
て
は
波
線

（―

）
を
付
し
、
定
義
に
当
て
は
ま
る
と
思
わ

れ
る
学
説
を

【
⇒
　
　
　
　
】
と
表
記
し
た
。

く研究ノート〉集団的自衛権に関する論点整理
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①

一
九
四
六

（昭
和
三

一
）
年
六
月
二
六
日
、
吉
田
茂
首
相
の
発
言
。

戦
争
放
棄
に
関
す
る
規

は
、
直
接
に
は
自
衛
権
を
否
定
し
て
い
な
い

（第
九
〇
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
六
号
、

八

一
頁
）

②

一
九
四
九

（昭
和
二
四
）
年

一
二
月
二

一
日
、
西
村
熊
雄
外
務
省
条
約
局
長
の
発
言
。

今
日
国
際
法
の
学
者
の
方
々
の
間
に
非
常
に

議
論
が
多
い
点
で
あ
り
、
利
湖倒
「
国
実
国
ｄ
洲
川
一０
月例
鯛
利

，一‐口
畑「
「ｑ
劇
日
回冽
ｄ
「
Ｊ
Ч
Ｈ「引
国
。
（第
七
回
国
会
衆
議

院
外
務
委
員

会
議
録

一
号
、
七
頁
）

③

一
九
五
〇

（昭
和
二
五
）
年
二
月
三
日
、
吉
田
茂
首
相
の
発
言
。

集
団
的
自
衛
権
と
い
う
問
題
は
、
日
本
の
独
立
後
、
お
そ
ら
く

一
番
重
大
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
問
題
だ
ろ
う
。
〈中
略
）
集
団

的
自
衛
権
と
い
う
も
の
を
総
理
大
臣
は
お
認
め
に
な
る
か
。
（曽
根
康
弘
議
員
の
発
言
）
当
局
者
と
し
て
は
、
倒
綱
馴
山日
脚
翻倒
「̈
例

剣
一園
酬
潤̈
潮
朔
創
倒
「
洲
日̈
綱
口
ｑ
国
制
劉
一剰
一刊
劃
捌
側
「。
（第
七
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
第
七
号
、
七
頁
）

④

一
九
五
一
（昭
和
二
六
）
年
二
月
二
二
日
、
西
村
熊
雄
外
務
省
条
約
局
長
の
発
言
。

一
つ
の
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
場
合
に
、
そ
の
押ω
ガ
瑯
螢
〕い
邸ヽ
●
メ邸
剛副
『^
率暉却全

，一てロコ耶
■
一Ｑ
欄
曽
燿響ａ
叡
口の２
鳳界
“樹卿一勢
０
コめユ湘「場

合
い町ば
、
、ヨ
郷
い郵
妙
「都
″ヽ
０
国
ば
お̈
，の
「鸞
「の
回
躁
留
“「
【淑
「ヨ
釈̈
日
衛
紹
一漱
「行
側
め
数
ｗ場
２
″Ю
〔瑯
い
い０
”り
が
マ′
「こ
”
「り
０
国
が
自
震
郷
棘蜜
っ「
い

樹
ゅ
引ｇ
コ６
ぃυ
で
行
側
す
覆
メ
昴
口，
場
合
、ョ
Ｑ
″「ぃ懸留「
団
″叫
υ曇
倒
碕
”
っい
却
ヵむ
ズリ
飛
留痢
稼
Ч
【
⇒
Ａ

「個
別
的
自
衛
権
の
共
同
行
使

説
」】
と
解
釈
す
る
の
が

一
番
穏
当
か
と
思
わ
れ
る

（第

一
〇
回
国
会
参
議
院
外
務
委
員
会
会
議
録
第
六
号
、
二
頁
）
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⑤

一
九
五

一
（昭
和
二
六
）
年

一
一
月
七
日
、
西
村
熊
雄
外
務
省
条
約
局
長
の
発
言
。

劇
利
国
錮
コ
国
月
「洲
「
、
日
翻
回
コ闘
Ｊ□日画週欄
□
日個輛
コ剛
Ы日翻
組
ココ
測
コ
ロ
□団Ｊ
ｄ‐ｄ
洲
ｕ
Чョ
回
潤
痢
刻
梨
―こ‐
劃
引
「
国
利
国
劇
列
的

，こｌ
ｄ
の
日
翻
倒
捌
月
＝
四
一劉
目
目
コ
コ
釧
冽
調
劇
悧
劇
刻
∃
層
Ⅶ
η
コ
馴
倒
月
冽
劇
Ｊ
川
洲
「
引
劇
判
倒
。
だ
か
ら
、
我
々
は
こ
の
憲
法

を
堅
持
す
る
限
り
は
、
御
懸
念
の
よ
う
な
こ
と
は
断
じ
て
や
っ
て
は
い
け
な
い
し
、
ま
た
他
国
が
日
本
に
対
し
て
こ
れ
を
要
請
す

る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
と
信
ず
る
。
（第

一
二
回
国
会
参
議
院
平
和
条
約
及
び
日
米
安
全
保
障
条
約
特
別
委
員
会
会
議
録
第

一
二

号
、
五
頁
）

⑥

一
九
五
四

（昭
和
二
九
）
年
六
月
二
日
、
下
田
武
三
外
務
省
条
約
局
長
の
発
言
。

コ
］利
劉
「鰤
冽
Ｈ
Ч
劇
コ
「個
国
②
剰
団
的
、
側
別
関
硼
調
Ш馴
コ剰
ヨ̈
］恩
一側
欄
倒̈
Ч
引
「Ы
ｄ
潮
口罰
薗
引̈
コ
「躙
Ӵ
【り
倒
が
、
し
か
し
、
憲
法
の
観
点

か
ら
言
え
ば
、
憲
法
が
否
認
し
て
い
な
い
と
解
す
べ
き
も
の
は
、
既
存
の
国
際
法
上

一
般
に
認
め
ら
れ
た
固
有
の
自
衛
権
、
つ
ま

り
、
自
分
の
国
が
攻
撃
さ
れ
た
場
合
の
自
衛
権
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
コ桑
団
凩
「ロヮ徹
椰
Ｒ

，て郷
触
囲Ｄｍ▲ョ［疎
れ
ば

ョヾ
コ奮団
防

割
ｕ
斜
瑯
鳳都
教
黎
３
倣
隅
条
約
、～
メα
ＪＯ
楔
「い
Ч同
盟
烈コ斜
瓢Ｗ
ヵ「い
″
ヵむ
詢め
ａ
劇
η
っ
で
、
′づ
メ３
ａ
ｒっ勲
△″
の
回
詢か
動
ｎ蜀
「費
ヌ
場
Ｈ
ヽ
いい「
口つ
の

日
、て鳳
翼
り郡
蠍
里口栄
“瑯
摯
ｙ劇
榔
沿
一場
合
Ｈ
『
，教
ガ
「ｎ椰
い日
△乃
の
国
が
ｂ̈
Ｏ
「や
いれ
な
”
む
慰
弼
崚
ら
な
じ
功い、
ハ副
倒
＾
Ч″
日
はョ
ｑ
り
で
行

動
す
る
い
〔ョい
い【々
っいむ

【
⇒
Ｂ

「他
国
の
防
衛
説
」
も
し
く
は
Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説
」】
は
、　
一
般
の
国
際
法
か
ら
は
た
だ
ち

に
出
て
く
る
権
利
で
は
な
い
。
冽
『測
冽
州
湘̈
旨̈
馴̈
期̈
困
一利
一倒
例
州̈
同
酬
翻̈
コ̈
の
「
卿̈
「̈
Ｊ
一回
馴̈
例
烈
料
洲
謝
到
ｄ
翻
劇̈
引̈
一劇
コ調
一引
コ
ｑ
欄

利
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
権
利
で
あ
る
‘
と
こ
ろ
が
．
そ
う
い
う
僣
別
な

生

み
出
す
た
め
の
条
縦
を

日
一本

Ｃ
砺
憲
湛

下

て

締
結
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
．

で
き
な

い
。

（中
略
）
日
本
自
身
に
対
す
る
直
接
の
攻
撃
あ
る
い
は
急
迫
し
た
攻
撃
の
危
険

が
な
い
以
上
は
、
自
衛
権
の
名
に
お
い
て
発
動
し
得
な
い
。
（第

一
九
回
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
議
録
第
五
七
号
、
四
―
五
頁
）
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⑦

一
九
六
〇

（昭
和
三
五
）
年
三
月
三
一
日
、
岸
信
介
首
相
の
発
言
。

同
ｄ
ｄ
引
ｇ
『
団
的
劇
劇剛
相
月
測
「引
ｄ
洲
∃ｑ
【
州
日
・‐ｕ
「「
「ヨ
「刻
州
コ
利切
劇
『
引倒
紹
凛線
「国
瑠
り徴
耐川い
は以
倒
蜀
な
関
口昴
船
「な
る
国
薫リコ
ｍ琳

憔^裂

瑯
な
劇
〕れ
肩
一口
一ス
一殿
、̈
メ
劇
一冒
一Ｄ
ョ
９
Щ
が
け
で
獄
づ̈
メ
以̈
湘
“̈
一Ⅸ
一３
一図
一ｍ
一コ
る

【
⇒
Ｂ

「他
国
の
防
衛
説
」
も
し
く
は
Ｃ

「死
活
的

利
益
防
衛
説
」】
「倒
国
引
測̈
一酬
潤
謝̈
川
刻̈
∃
コ翻
馴̈
剛̈
副
衛
欄
．同
「
副
利
リ
ョ
例̈
「
剤
日
「
【Ｊ
劇
悧
「̈
り
と
考
え
て
い
る
。
（第
三
四
回
国

会
参
議
院
予
算
委
員
会
会
議
録
第
二
三
号
、
二
四
頁
）

③

一
九
五
九

（昭
和
三
四
）
年
三
月

一
六
日
、
林
修
三
内
閣
法
制
局
長
官
の
発
言
。

州
国
ｄ
倒
∃
日
「
引
菌
一羽
錮
翻
躙
一刻
ョ
欄
留
顎
当
型
徊
個
一螢
句
ぅ

【
⇒
Ｂ

「他
国
の
防
衛
説
」】
と

い
う

こ
と
の
点
だ

け

に
絞

っ
て

る

う

こ

ら
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欄
り
翻
囲
日
洲
「
剣
馴
側
『
。
（第
二

一
回
国
会
参
議
院
予
算
委
員
会
会
議
録
第

一
一
号
、
二
七
頁
）

◎

一
九
六
〇

（昭
和
三
五
）
年
三
月
三

一
日
、
岸
信
介
首
相
の
発
言
。

召
出
一ポ
一”
いパ
封
一■
一融
３̈
「η
『３
一９
『̈
ａ̈
【
⇒
Ｂ

「他
国
の
防
衛
説
」
も
し
く
は
Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説
」】。
冽
『引
湘
コ
ヨ
屈
翻̈
Ч
一ｑ
】『

て

一
切

の
集

巨
縣
自
衛
権
を
お

た
な

い
と

い
う

こ
と

は
一言
い
遇

き
だ

議
録
第
二
三
号
、
二
七
頁
）

⑩

一
九
六
〇

（昭
和
三
五
）
年
三
月
三
一
日
、
林
修
三
内
閣
法
制
局
長
官
の
発
言
。

例
え
ば
、
コ蜀
熟郷
リ
ハ獣烈爛彗
へ幻りい町お
いいメｏ、
、コ
本
国
曰り４Ж
】υ
総
岬訳
因
域
を
制
Ｄ
つ
いい
）内「ｄ
リコ
ａ
副Ｑ
り
は
、′米
【国コ耶瓢椰］い「国
α
嵐口
”晰
浸
「受

　

Ｈ

え
て
い
る
。
（第
三
四
回
国
会
参
議
院
予
算
委
員
会
会

う

｝Ｃ



く研究ノート〉集団的自衛権に関する論点整理

り
「担
奇
『
メ
い●
量
り
で
一瞥
昴
潤
一徽
激
ヨ
タ
３
墨
蟄
「
「
引
Ｒ
一Ы
●
患
量

回^
響
一３
届
一員
螢
．嶽
２
一雪
一到

●
理
解
う
測
閻

【
⇒
Ｂ

「他
国
の
防
衛
説
」
も
し
く
は
Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説
」】、
私
は
副
利
り
釧
錮
ｎ
劇
一日
一倒
Ｍ
劇
一Ⅶ
到
倒̈
国

「
劇
日
劇
。
（第
二
四
回
国
会
参
議
院
予
算
委
員
△医
バ議
録
第
二
三
号
、
二
四
頁
）

⑪

一
九
六
九

（昭
和
四
四
）
年
三
月
五
日
、
高
辻
正
巳
内
閣
法
制
局
長
官
の
発
言
。

到
洲
国
閑
日
倒【
厠
悧
剛
□馴
翻劇
嗣慟
囲
劇
葡
冽
劇
ｕ翻
口冽
日
い
ワ‐創
りＪ四
日
劇劇
引
Ч
ｄ
ｕ
冽Ч
‐
調

パヽ嵐
国
が
他
国
ｄ
〓
スタ
コの
沿
Ｗ
りいい
員
刻
な
演
出
Ц
０

召
ね
８
守
ｄ

【
⇒
Ｂ

「他
国
の
防
衛
説
」】
ｔ
Ｃ

し
ヽ
う

こ

と

つ
ル

ヽ
し
ヽ

コ
月
ヒ
Ｆ

＝

電

”

第

カ

タ

Ｃ

ｔ

と
に

帽

３
”
さ

″

力

し

た

′

´

い
つ

集

団
酬
劃□列側□
田欄
ロ
ヨ
潤
剃
刻
烈
ｄ
一訓
『湘
「冽
‐
、‐
日コ
「
国コ
「側
倒
引
と
い
う
の
が
我
々
の
考
え
方
で
あ
る
。
（第
六

一
回
国
会
参
議
院
予
算
委

員
会
会
議
録
第
五
号
、　
一
二
頁
）

⑫
一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年

一
〇
月

一
四
日
、
提
出
資
料
。

政
府
は
、
従
来
か
ら
一
貫
し
て
、
到
洲
一国
囲
国
剛困
「
劇
＝
］初
「副
「副
日
剰副
別嘲
副
衛
コ憫
冽
「日
刊
ｕ冽日劇
「副
ｄ
ｕ
「「
倒
、‐回
コ屈月例
列
動
川
ヨｕ

ｄ
ｄ
冽
冽
淵
樹
罰
一刻
引
Ы
一日
『
ヨ
ヨ
ロ
ｇ
召
調
引
ｄ
酬
一日
洲
ヨ
ヨ
鼎
脚
四
到
一倒
引
刻
ｄ
ｄ
一洲
剰
劇
「
コ
劃
一翻
劇
引
「
り
と
の
立
場
に
立
っ

て
い
る
。
（中
略
）
調
劇洲劇
口□
ｇ
「
『Ч、コ
Ｗ「「月
Ш側
日
行
引
川
列
「洲
調
馴
引

，^‐引
刻「ｑ
囲
、‐到
州
コ国
日
対
コ劉
創
コ
制「
―「「コ
ｄ
′「‥国
「日
「

対
例
鋼「
日
「
ヨ
］
国
刻
州・Ч
刻洲
「
「劇
「
Ｊ
Ч
‐個
ロ
ロ
ｍ
躙”
【郵
れ
ね
訳
響ヵ
「巧
（撃
”な
詢阻
出ヽ
「
引Ｏ
ａ
目

【
⇒
Ｂ

「他
国
の
防
衛
説
」】
冽

ｄ
の
内
劉
列
〕引
刻
一目
翻
訓̈
冒̈
馴̈
一剛
一「
９
一佃
側
日
、
日
一潤
劃
謝
馴
Я
¶
一「
【『
。
（第
六
九
回
国
会
参
議
院
決
算
委
員
会
提
出
資
料
）

⑩

一
九
八

一
（昭
和
五
六
）
年
五
月
二
九
日
、
答
弁
書
。

国
際
法
上
、
国
家
は
、
集
団
的
自
衛
権
、
す
な
わ
ち
、
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瑯
攣
ぎ
減
郷
討
邦
Ｒ
掛
判
勲
引
尋
割
り
■
η
実
ガ
邪
鳳
”
剰
掛
鼎
躙
郎
Ｑ
樹
利

【
⇒
Ｂ

「他
国
の
防
衛
説
」
も
し
く
は
Ｃ

「死
活
的
利

益
防
衛
説
」】
を
有
し
て
い
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
「初
剤
「劇
「
「̈

［
‐
則̈
圏̈
潤
コ
「
Ｆ‐�
「̈
「
列
「̈
一興
団
調
「日
日̈
「副
「̈
「個
倒
「ｕ
引
い̈
る
こ

日
閣
ｌ
Ｊ
週
一日
日
到
ｑ
一例
劉
馴
Ｈ
「
Ｊ
刷
岱
Ｊ
例
利
が
、
ヨ
困洲
∃
「
列
烈
リ
コ＝
日
謝

，、―］冽
劇
訓
容
コ劇
綱
「「
劇
日引３
口日
翻剛
欄
倒
冽口
側
国
、
湖
「
型
国

を
防
衛
す
る
た
め
必
要
最
小
限
度

の
範

囲
に
と
ど
ま

る
べ
き
も

の
で
あ

る
と
解
し

て
お
り
、
集

団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る

こ
と

は
、
そ
の
範
囲
を
超
え
る
も

の
で
あ

っ
て
ゴ
層
法
上
許
さ
れ
な

い
と
考
え
て
い
る

（第
九
四
回
国
会
衆
議
院
稲
葉
誠

一
議
員
提
出

の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書

［内
閣
衆
質
九
四
第
二
二
号
］
）

⑭

一
九
八

一
（昭
和
五
六
）
年
六
月
三
日
、
角
田
穫
次
郎
内
閣
法
制
局
長
官
の
発
言
。

個
別
的
自
衛
権
は
持
っ
て
い
る
が
実
際
に
行
使
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
非
常
に
幅
が
狭
い
。
と
こ
ろ
が
、
剣
団
的
副
刷
捌̈
輌日
劇̈
ｄ
Ч

ｄ
囲
Ч
凶
「列
州綱Ш回
ｑ
釧引
＝

，、‐〕
ｄ
コ「
羽
「呵
刻Ч厠
釧引剣
。
（第
九
四
回
国
会
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第

一
八
号
、
八
頁
）

⑮

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
二
月
二
二
日
、
角
田
趙
次
郎
内
閣
法
制
局
長
官
の
発
言
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
憲
法
上
認
め
た
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
そ
れ
を
明
確
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
憲
法
改

正
と
い
う
手
段
を
当
然
と
ら
ぎ
る
を
得
な
い
と
思
う
。
（第
九
八
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
第

一
二
号
、
二
八
頁
）
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⑩
二
〇
〇

一

（平
成

一
三
）
年
五
月
九
日
、
答
弁
書
。

政
府
は
、
従
来
か
ら
、
鋼
瀾
劇
州̈
一闘
園̈
一日
「
日̈
困
団
倒̈
曰̈
翻
相̈
冽
∃
「日
一馴
月̈
【ｕ
到
「『
日̈
国
―
∃
潮
「薗
日̈
「̈
引
一ｇ
一到
凶̈
Ｊ̈
「日
．然
で
あ
る
が
、

べ
き
も

の
で
あ
る
と
解
し
て
お
り
、
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す

る
こ
と
は
、
そ

の
範
囲
を
超
え
る
も

の
で
あ

っ
て
、
憲
法
上
許

さ

憲
法
九
条
の
下
に
お
い
て
許
容
さ
れ
て
い
る
自
衛
権
の
行
使
は
、
我
が
国
を
防
衛
す
る
た
め
必
要
最
小
限
度
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
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劉
刻
国
と
考
え
て
き
て
い
る
。
憲
法
は
我
が
国
の
法
秩
序
の
根
幹
で
あ
り
、
特
に
憲
法
第
九
条
に
つ
い
て
は
過
去
五
〇
年
余
に
わ

た
る
国
会
で
の
議
論
の
積
み
重
ね
が
あ
る
の
で
、
そ
の
解
釈
の
変
更
に
つ
い
て
は
十
分
に
慎
重
で
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
他
方
、憲
法
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、世
の
中
の
変
化
も
踏
ま
え
つ
つ
、幅
広
い
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

集
団
的
自
衛
権
の
問
題
に
つ
い
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
研
究

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
（第

一
五

一
回
国
会

し

て
も

衆
議
院
土
井
た
か
子
議
員
提
出
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書

［内
閣
衆
質

一
五

一
第
五
八
号
］
）

⑭
二
〇
〇
六

（平
成

一
八
）
年
九
月
二
九
日
、
安
倍
晋
三
首
相
の
発
言
。

大
量
破
壊
兵
器
や
ミ
サ
イ
ル
の
拡
散
、
テ
ロ
と
の
闘
い
と
い
っ
た
国
際
情
勢
の
変
化
や
、
武
器
技
術
の
進
歩
、
我
が
国
の
国
際
貢

献
に
対
す
る
期
待
の
高
ま
り
な
ど
を
踏
ま
え
、
日
米
同
盟
が
よ
り
効
果
的
に
機
能
し
、
平
和
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

い
か
な
る
場
合
が
憲
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
該
当
す
る
の
か
．
個
別
具
体
麟

ｕ
ｄ
劇
＝
劉
。
（第

一
六
五
回
国
会
衆
議
院
会
議
録
第
二
号
、
三
頁
）

⑩
二
〇
〇
九

（平
成
二
一
）
年

一
一
月
四
日
、
鳩
山
由
紀
夫
首
相
の
発
言
。

つ
夕
〈
螂
刻
５
Ｈヽ
Ｈ
Ｂ
緻
啓
口
ゃいヽ
パョ
３
一３
思
甜型
コ〔鳳
ヨ「
υ
一■
Ｒ
引つ
ど
い
”，
いいＪ
ＪＤ晨
ｗυ
“晏闘
「
ｏＤ曰
衛
コる
υ
メ高
いな
、
防
衛
を
ｕ
で
”〕
ヵ“発

椰
は
、マ部
な
は
颯
α
り濁
卦パ郷
掘
躙な
引叡
詢０
融
ヨＱ
コめ
蠣バっ
つ
つハ
ど
酬獣

，
こ

，
～
ヨ
小
“υ
っ―
「鵬
ぼ
議
部
ぎ
メ”
Ｒ́
いる
彙
団
“留
団
徹
椰
４
い
却″鶴
０

ば
必
癬”〔ｕ日”勁
郎
４０
釈
い

【
⇒
Ｂ

「他
国
の
防
衛
説
」
も
し
く
は
Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説
」】
こ
と
も
理
解
し
て
い
る
。
（中
略
）

同
盟
関
係
を
結
ん
で
い
る
一
方
の
ア
メ
リ
カ
の
本
土
が
、
例
え
ば
、
何
ら
か
ど
こ
か
の
国
に
よ
っ
て
攻
撃
を
受
け
た
と
き
に
、
果

た
し
て
日
本
が
そ
れ
に
対
し
て
武
力
行
使
と
い
う
も
の
を
行
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
と
い
う
発
想
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
発
想
が
、

（中
略
）
憲
法
第
九
条
の
中
で
日
本
が
と
る
べ
き
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
集
団
的
自
衛
権
の
発
想
だ
と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
意

な
憫
ｒ
」

日

い

し

ワ

勢

よ

く
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味
で
は
、
私
は
、
「例
□
「洲
「鋼
爾
日
「引
「̈
例
一用
剰
「冽
「「
［冽
淵
悧
固
日
「お
「い
・て
現
在
の
と
こ
ろ
変
え
る
つ
も
り
は
な
い
。
（第

一
七
三
回
国

会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
第
三
号
、　
一
四
頁
）

⑩
二
〇

一
四

（平
成
二
六
）
年
七
月

一
日
、
閣
議
決
定
。

「
Чり
Ы□□側劉
コ調副
目
用『
＝
冽
刻劉
到
一
列
「国
例
調
「
川矧
０
「
日「
『
「
引Ч
国
劇
「例
「引
翻
、
Ｊ
ロコ馴
Ｍ媚
Ⅵ
ヨ
倒
週
コ�
却嘲
個
利
洲
桐
国
州
「
日
「
司
制

る
と
い
う
急
迫
、
不
正
の
事
態
に
対
処
し
、
国
民
の
こ
れ
ら
の
権
利
を
守
る
た
め
の
や
む
を
得
な
い
措
置
と
し
て
初
め
て
容
記
さ

れ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
た
め

の
必
要
最
小
限
度

の

一武
力

の
行
使
」

は
許
容
さ
れ
る
で

こ

に
許
容
さ
れ
る

「武
力
の
行
使
」
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
政
府
が

一
貫
し
て
表
明
し
て
き
た
見
解
の
根
幹
、
い
わ
ば
基
本
的
な
論

理
で
あ
り
、
昭
和
四
七
年

一
〇
月
一
四
日
に
参
議
院
決
算
委
員
会
に
対
し
政
府
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
料

「集
団
的
自
衛
権
と
憲
法

と
の
関
係
」
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
〈中
略
）
こ
れ
ま
で
政
府
は
、
こ
の
基
本
的
な
論
理
の
下
、
「武
力
の
行
使
」

が
許
容
さ
れ
る
の
は
、
我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
と
考
え
て
き
た
。
（中
略
）
刹
洲
副
日
口罰
刈
引

刻
「調
劃
翻
川翻
『コ
一週
ヨ
「
［Ч
月
場
却コ
リ
瀕
『刻
引
引
「
‐湖
網
目
劇『
卿刷
「
鯛
樹
回
「例
劇
「渕
嘲ｄ
個
嗣
国日
コ̈
州
「
劉
コ四
［刻
劇
コヨ
「洲
列
劉
Ｊ
Ｎ
コ
日
到
呵
劃

引
調
洲
副
同
月
コ
】欄
州Ｊ
曰
洲
剖
制
Ч∃
国
剛
【例
劉
翻
Ｎ
Ｊ
∃
回剛
倒
Ч
コ「
掘
週
劇
「洲
「欄
利
爛
川剰
目
Ｈ『
馴
回
コロ
剖
刺
ｄ
一明
劇
冽
「襴
川園
躙
川「
創
ｇ
口囚
劇

に
お

い
て
、

こ
れ
を
排
除
し
、
我
が
国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守

る
た
め
に
他
に
適
当
な
手
段
が
な

い
と
き
に
、
必
要
最
小

国
闇
周
一ヨ
「
引
角
個
口
「
副
Ｊ
川
測
「
潤
四
本
側
醐
薦
劇̈
翅
別
冒
３
コ
剛
冽
謝
慟
「
日
「
引
¶
副
鋼
ｄ
＝
劇
�
瓢
一劃
国
ｄ
ｕ
ｄ
Ｈ
Ｊ
倒
¶
当
引
召

判
断
す
る
に
至
っ
た
。
（中
略
）
憲
滅
Ｈ̈
謝
出̈
⊃
郷
一峻
一■
■̈
鵡
０
「
武
ガ
醐
舜
一樹
螢

，ユ
ー
一『
ヨ
一凹
隠
潤

さ
れ
る
と
考

え
る
べ
き

で
あ

る
と

浄土真宗総合研究 9

出
は
マ，
増
郡
『的
自
衛
椰
が
郡
輛
黎月『「ヽ
”っ
場
合
詢か
一認
『荀

【
⇒
Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説
」
】。
こ
の

「武
力
の
行
使
」
に
は
、
他
国
に

対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
場
合
を
契
機
と
す
る
も
の
が
含
ま
れ
る
が
、
憲
法
上
は
、
あ
く
ま
で
も
我
が
国
の
存
立
を
全
う
し
、

国
民
を
守
る
た
め
、
す
な
わ
ち
、
我
が
国
を
防
衛
す
る
た
め
の
や
む
を
得
な
い
自
衛
の
措
置
と
し
て
初
め
て
許
容
さ
れ
る
も
の
で

れ
が
、
憲
法
第
九
条
の
下
で
例
外
的
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あ
る
。
（国
家
安
全
保
障
会
議
決
定
、
閣
議
決
定
）

以
上
の
通
り
、
時
系
列
を
追
っ
て
政
府
の
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
解
釈
を
み
て
き
た
。
憲
法
制
定
当
時

（①
～
⑤
）
は
集
団
的
自

衛
権
の
定
義
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
⑥
～
⑪
で
は
、
Ｂ

「他
国
の
防
衛
説
」
と
も
Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説
」
と
も

と
れ
る
よ
う
な
曖
味
な
定
義
が
提
示
さ
れ
、
第
二
次
安
倍
晋
三
内
閣

（⑩
）
が
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
限
定
的
に
容
認
す
る
立
場
に

お
い
て
、
明
確
に
Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説
」
と
し
て
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
政
府
の
い
わ
ゆ
る
従
来
の
集
団
的
自
衛
権
の
定
義
と
さ
れ
る

一
九
八

一
年
鈴
木
善
幸
内
閣
の
答
弁
書

（⑩
）
で
は
、
Ｂ

「他

国
の
防
衛
説
」
と
も
Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説
」
と
も
と
れ
る
よ
う
な
定
義
に
お
い
て
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が

「我
が
国
を
防
衛

す
る
た
め
必
要
最
小
限
度
の
範
囲
」
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
た
も
の
を
、
安
倍
晋
三
内
閣

（⑩
）
で
は
明
確
に
Ｃ

「死

活
的
利
益
防
衛
説
」
と
定
義
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「必
要
最
小
限
度
の
実
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
従
来
の
政
府
見
解
の
基
本
的
な
論

理
に
基
づ
く
自
衛
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
憲
法
上
許
容
さ
れ
る
」
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
憲
法
の
解
釈
を
変
更
し
た
と

い
う
よ
り
も
、
集
団
的
自
衛
権
の
定
義
を
変
更
し
た
と
見
る
こ
と
が
妥
当
と
い
え
る
。

四
．
お
わ
り
に

集
団
的
自
衛
権
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
Ａ

「個
別
的
自
衛
権
の
共
同
行
使
説

（犠
牲
国
と
支
援
国
の
共
同
防
衛
）」、
Ｂ

「他
国
の
防

衛
説

（支
援
国
が
犠
牲
国
を
防
衛
）」、
Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説

（犠
牲
国
の
安
全
と
独
立
が
死
活
的
で
あ
る
支
援
国
が
犠
牲
国
を
防

衛
）」
の
三
説
が
学
説
と
し
て
し
め
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
集
団
的
自
衛
権
お
よ
び
そ
の
初
出
で
も
あ
る
国
連
憲
章
の
成
立

背
景
を
踏
ま
え
た
場
合
、
Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説
」
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
り

（第

一
章
）、
国
連
へ
報
告
さ
れ
た
集

〈研究ノート〉集団的自衛権に関する論点整理
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団
的
自
衛
権
の
行
使
の
実
例
に
お
い
て
は
Ｂ

「他
国
の
防
衛
説
」
が
有
力
で
あ
り

（第
二
章
）、
現
在
の
日
本
政
府
の
集
団
的
自
衛
権

に
関
す
る
解
釈
は
Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説
」
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と

（第
二
章
）
を
指
摘
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
日
本

政
府
の
集
団
的
自
衛
権
に
対
す
る
定
義
は
、
集
団
的
自
衛
権
が
初
め
て
言
及
さ
れ
た
際
の
定
義
に
基
づ
く
も
の
と
言
え
る
が
、
実
際

に
集
団
的
自
衛
権
が
行
使
さ
れ
た
実
例
に
あ
っ
た
定
義
と
は
相
違
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
現
在
の
日
本
政
府
は
、

従
来
の
Ｂ

「他
国
の
防
衛
説
」
と
Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説
」
に
よ
る
定
義
か
ら
、
明
確
に
Ｃ

「死
活
的
利
益
防
衛
説
」
と
定
義
す
る

こ
と
で
、
実
質
的
に
自
衛
の
た
め
の
措
置
の
範
囲
を
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【参
考
文
献

一
覧
】

本
論
の
主
要
参
考
文
献
は
次
の
通
り

（五
十
音
順
）。
引
用
は

「著
者
名

（出
版
年
、
該
当
頁
数
）」
と
表
記
し
た
。

浅
田
正
彦
著

『国
際
法

第
２
版
』
、
東
信
堂
、
二
〇

一
三
。

石
破
茂
著

『日
本
人
の
た
め
の

「集
団
的
自
衛
権
」
入
門
』、
新
潮
社
、
二
〇

一
四
。

伊
勢
綺
賢
治
著

『日
本
人
は
人
を
殺
し
に
行
く
の
か
戦
場
か
ら
の
集
団
的
自
衛
権
入
門
』
、
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇

一
四
。

小
川
和
久
著

『日
本
人
が
知
ら
な
い
集
団
的
自
衛
権
』
、
文
集
新
書
、
二
〇

一
四
。

奥
平
康
弘

・
山
口
二
郎
編

『集
団
的
自
衛
権
の
何
が
問
題
か
解
釈
改
憲
批
判
』
、
岩
波
書
店
、
二
〇

一
四
。

綴
顧
厚
著

『集
目
的
自
衛
権
容
認
の
深
層
―
平
和
憲
法
を
な
き
も
の
に
す
る
狙
い
は
何
か
』
、
日
本
評
論
社
、
二
〇

一
四
。

香
田
洋
二
著

『賛
成

・
反
対
を
言
う
前
の
集
目
的
自
衛
権
入
門
」
、
幻
冬
舎
、
二
〇

一
四
。

小
林
節
著

『自
熱
講
義
―
集
団
的
自
衛
権
」
、
パ
＾
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
、
二
〇

一
四
。

佐
瀬
昌
盛
者

『
い
ち
ば
ん
よ
く
わ
か
る
！
集
目
的
自
衛
権
』
、
海
竜
社
、
二
〇

一
四
。

下
中
菜
都
子

・
樋
山
千
冬
著

「集
目
的
自
衛
権
の
援
用
事
例
」、
レ
フ
ア
ラ
ン
ス
、
二
〇

一
五
。

鈴
木
尊
紘
著

『憲
法
第
９
条
と
集
団
的
自
衛
権
―
国
会
答
弁
か
ら
集
団
的
自
衛
権
の
変
遷
を
見
る
―
』
、
レ
フ
ァ
ラ
ン
ス
、
二
〇

一
一
。

豊
下
楢
彦

・
古
関
彰

一
著

『集
団
的
自
衛
権
と
安
全
保
障
』
、
岩
波
新
書
、
二
〇

一
四
。

半
田
滋
著

『日
本
は
戦
争
を
す
る
の
か
―
集
目
的
自
衛
権
と
自
衛
隊
』
、
岩
波
新
書
、
二
〇

一
四
。

浄土真宗総合研究 9

119



藤
田
久

一
著

『国
連
法
』
東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
九
八
．

北
海
道
新
聞
社
編

『集
団
的
自
衛
権
行
使
に
反
対
す
る
声
明

・
決
議

・
意
見
書
』
、
北
海
道
新
聞
社
、

柳
澤
協
二
著

『自
分
で
考
え
る
集
団
的
自
衛
権

若
者
と
国
家
』
、
青
灯
社
、
二
〇

一
四
。

く研究ノート〉集団的自衛権に関する論点整理

【註
】

（
１
）
一
九
八

一
（昭
和
五
六
）
年
五
月
二
九
日
、
鈴
木
善
幸
内
閣
で
閣
議
決
定
さ
れ
た

「衆
議
院
議
員
稲
葉
誠

一
君
提
出

『憲
法
、
国
際
法
と
集
目
的
自
衛
権
』

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」。

（２
）
「国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
の
切
れ
日
の
な
い
安
全
保
障
法
制
の
整
備
に
つ
い
て
」
の

一
間

一
答
に
お
い
て
示
さ
れ
た

「自
衛
の
措
置
と

し
て
の
武
力
の
行
使
の
新
三
要
件
」。
○
我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
こ
と
、
又
は
我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻

撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る

こ
と
。
○
こ
れ
を
排
除
し
、
我
が
国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
に
他
に
適
当
な
手
段
が
な
い
こ
と
。
○
必
要
最
小
限
度
の
実
力
行
使
に
と

と
ま
る
べ
き
こ
と
。

（３
）
第

一
章
に
お
い
て
は
、佐
藤

（二
〇

一
四
）、小
川

（
二
〇

一
四
）、石
破

（二
〇

一
四
）、香
田

（二
〇

一
四
）、伊
勢
崎

（二
〇

一
四
）
を
参
考
に
ま
と
め
た
。

（４
）
根
拠
と
な
る
条
文
を
挙
げ
る
。
「安
全
保
障
理
事
会
は
、
そ
の
決
定
を
実
施
す
る
た
め
に
、
兵
力
の
使
用
を
伴
わ
な
い
い
か
な
る
措
置
を
使
用
す
べ
き
か

を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
、且
つ
、
こ
の
措
置
を
適
用
す
る
よ
う
に
国
際
連
合
加
盟
国
に
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
措
置
は
、経
済
関
係
及
び
鉄
道
、

航
海
、
航
空
、
郵
便
、
電
信
、
無
線
通
信
そ
の
他
の
運
輸
通
信
の
手
段
の
全
部
又
は

一
部
の
中
断
並
び
に
外
交
関
係
の
断
絶
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
。」
（国

連
憲
章
第
四

一
条
）
「安
全
保
障
理
事
会
は
、
第
四
一
条
に
定
め
る
措
置
で
は
不
充
分
で
あ
ろ
う
と
認
め
、
又
は
不
充
分
な
こ
と
が
判
明
し
た
と
認
め
る

と
き
は
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
又
は
回
復
に
必
要
な
空
軍
、
海
軍
ま
た
は
陸
軍
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
行
動
は
、
国
際
連
合

加
盟
国
の
空
軍
、
海
軍
又
は
陸
軍
に
よ
る
示
威
、
封
鎮
そ
の
他
の
行
動
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
。」

（５
）
（国
連
憲
章
第
四
二
条
）

（６
）
国
会
答
弁
の
抽
出
に
当
た
っ
て
は

「国
会
会
議
録
検
索

シ
ス
テ
ム
」
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

（Ｆ
８
ヽ
＞
ｏ
棗
貫
ａ
】“
●
む

）ヽ
を
使
用
し
た
。

（７
）
ま
と
め
に
際
し
て
は
、
小
川

（二
〇

一
四
）
、
鈴
木

（二
〇

一
一
）
を
参
考
に
し
た
。

（８
）
『平
成
２３
年
版
　
防
衛
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
朝
雲
新
聞
社
、
二
〇

一
一
、六
六
五
―
六
六
六
頁
。

二
〇

一
四
。

120



【キ
ー
ワ
ー
ド
】

集
団
的
自
衛
権
、
国
際
連
合
憲
章
、
集
団
安
全
保
障
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